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人口 217，643人
世帯 67，353t量簿
(56年 8月 1S混在 50，富勢識変調整〉

ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
意
躍
を
建
設
す

る
た
め
由
敷
地
と
し
て
公
開
等
白
市
有

地
の
痕
供
を
一
望
む
声
炉
、
富
士
見
や
塑

善
、
民
岳
、
松
原
地
区
町
市
街
地
か
島

た
く
さ
ん
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑧
議
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一
吉
田
や
意
見
の
検
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十
五
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古
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の
精
神
で
、
安
全
選
転
m
Y心
掛
け
を
。

特
に
、
ス
ピ
ー
ド
の
山
田
し
議
書
は
、
間

亡
事
故
に
つ
な
が
る
。
摂
理
な
遍
い
越

し
開
白
込
み
な
ど
の
無
諜
運
転
は
、
絶

対
や
め
よ
う
。
ま
た
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
忘
れ
ず
に
。

や一般喜事務職 i学校教習法による大苧の課

程を昭和何年3月以降卒業した方および57年 3

月までに事業ずる見込みの方。

・事購入韓 ........ ......10名穏度

③保 健 婦 保健舗の賢椙を有し、昭和

56年10月 1日現在満35歳以下の方および57年 3

月までに厚生大庄の指定した保健婦聾成所在車

業ずる見込みの方。

・曹購入車 ゐ φ 。i名

@こと 主主 戦 。学校教育誌による大学の専

門課程を昭和56年 3月以降卒業した方および昭

和57年 3月までに革業ずる見込みの方。

・轟轟人員 0 ・・ e 若干名

φ建 築 磯ー 学校教宵法による大学の専
門課程を昭和56年 3月以降車業した方および57
配 3月までに卒業する見込みの方。
・事購入員 令 今若干名

C受廿付廿 9 J'l16日1;'ら26日までに職員課人事
時(犠話23-1111内融 321)へ受験申込書を提
出7る。午前B時30分から午後5時まで。土曜
日は午前中。受験申込書は職員諜に用意してあ

る。
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マ

蓮

司

i

九
月
一
一
十
一
日
か
ら
乏
で
自
宅
の
十
自
問
、
「
交
通
安
会
は
家
庭
、
学
校
、
書
:
ム

マ
・
か
ら
い
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
1
軟
の
金
額
突
通
安
告
運
動
が
繰
D
広
げ
ら
れ
る
。
市
内
の
交
通
事
故
e
・
:
ム

マ
3

2

発
生
ば
、
八
月
来
で
五
百
三
十
一
一
件
と
、
昨
年
よ
り
揖
少
し
て
い
る
が
、
恋
通
事
敢
に
よ
り
亡
く
a
e
e
ム

?
i
な
っ
た
方
は
十
一
人
も
昔
、
草
間
期
と
比
べ
八
人
も
轡
そ
い
る
。
と
れ
お
霊
童
ム

マ
i
で
、
考
〈
の
+
渓
や
お
笠
宮
内
緩
警
な
っ
て
い
る
a
ま
た
、
格
変
わ
字
自
転
車
全
一
輪
車
ム

マ
e
o
・
e
・
-
の
護
者
絶
r
凡
な
い
。
交
鴻
ル
ー
ル
事
岳
、
蓮
事
散
を
な
王
室
フ
a
e
s
-
-
e
勾

o
a
z
i
-
-
:
ム

今
回
由
運
動
の
重
量
、
宰
一

d
J
r
r
v襲
撃

議

J

議

行
者
、
特
に
苦
闘
と
老
人
の
変
遺
事
故
一
、
マ
¥
一
蝋
穆
畿
一
)
r
p
貯
離
欝
灘

ν弘
義
綴
麟
輔

一九

i
f籍
組
譲
臨
伊
鞠
~
饗
欝
警
護
観
贈
す

妨
止
、
@
自
転
車
皇
盈
利
用
の
促
一
一
ρ

ム

令

勝

機

九

九

襲

一

選

数

線

離

繍

で

進
、
③
無
謀
、
霊
運
転
の
防
止
と
畢
一
;
一
し
い
議
議
髄
覇
際
議
護
議
饗
甑
鱗
険

一

一

三

重

事

態

鰭

醐

韓

議

議

三

議

議

欝

務

襲

得

意

族

の

護

、

@

y

l

ト

ベ

ル

ト

着

用

一

議

藤

義

欝

奇

遇

ト

警

護

議

議

鰯

綴

は

の

霊

の

四

つ

を

あ

げ

て

い

る

。

一

ゑ

緩

欝

績

修

緩

上

警

察

議

繋

緩

議

緩

幾

百

乙

議

室

長

2
な
古
ん
一

JZJ欝
議
購
陸
離

J
J欝
議
機
繍
胤

に
知
っ
て
い
た
戸
と
た
め
、
九
月
二
十
一
機
懇
談
緩
額
際
擦
併
説
灘
鶴
鰭
醗
茎
緩
務
畿
機
縁
緩
鷺

2

一
轍
議
選
議
議
議
輯
鶴
必
w
a宮
守
謀
議
襲
撃
襲
麟
議
畿
の

沼
(
沼
〉
に
市
中
パ
レ
ー
ド
竜
布
う
ζ

十
一
機
鮫
ゑ
ぷ
議
畿
鶴
癒
鵬
民
ィ
ペ

r総
務
畿
機
畿
緩
鱗
綴
線
灘
車

主
L
な

っ

た

。

一

襲

撃

嚢

鱒

襲

撃

ト

ー

軸

欝

肱

襲

撃

機

撃

撃

機

転

一
趨
鶴
緩
観
議
議
鍛
綴
緩
議
機
繍
瞬
時
開
局
訟
能
額
鰯
臨
翻
臨
臨
臨
開
婚
観
矯
線
総
綿
織
鰯
鶴
鰯
額
縁
鰯
線
鶴
向
同

当
S
は
午
龍
一
時
十
分
な
る
か
b
、

一

鰯

護

霊

童

参

議

鴎

韓

器

購

揚

襲

議

綴

襲

撃

葬

者

天

国

と

な

っ

た

霊

襲

警

一

本

重

量

覇

。

暴

露

麹

議

襲

警

警

務

で
、
紛
れ
た
市
民
の
み
な
苧
佐
市
議
一
け
る
こ
-
と
に
な
っ
た
，
渡
動
会
の
ぼ
d
日
一
で
交
官
瑚
安
全
の
話
し
合
い
を
。
主
~
、

出
品
誕
百
チ
ラ
シ
品
工
ア
ィ
ッ
シ
ュ
ベ
l
パ
一
に
は
、
究
明
雄
安
品
器
商
品
支
部
員
や
市
議
↓
干
供
た
ち
に
手
主
主
古
川
し
で
、
交
通
出

1
主
魁
市
ず
る
。
乙
の
像
、
一
一
コ
1
ス
一
指
導
員
の
G
協
力
に
よ
白
、
来
崩
ず
る
一
会
教
育
者
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

に
別
れ
て
、
市
内
各
地
事
く
ま
な
く
一
査
の
み
き
ん
に
、
交
通
安
全
の
チ
一
一
広
報
課
で
は
、
重
の
み
な
さ
ん
に
門
ブ
口
事
会
一
一
一
一
日
閣
の
暴
言
一
一
員
十
月
土
谷
〈
金
)

回
る
ζ
主

要

一

5
2
2・

3暴
露

塁

へ

一

警

護

し

て

い

存

と

た

め

「

市

一

マ

一

富

十

月

首

公

益

一

一

時

一

一

平

分

か

ら

露

号

ま
た
、
子
慌
た
ち
ゃ
父
兄
白
み
な
吉
一
一
平
(
通
ル
1
1
M
を
守
b
、
安
全
な
乗
D
一
政
に
親
し
む
金
」
秒
晶
闘
い
て
い
る
。
今
一
時
一
一
一
十
分
か
ら
鴎
時
ま
で
一
・
内
容
座
談
合

ん
に
五
議
室
長
知
っ
て
一
⑧
お
母
さ
ん
方
へ
一
喜
。
害
者
な
ど
田
空
妨
げ
る
一
盟
、
ュ
ニ
i
Z
活
動
を
震
で
い
一
内
容
市
議
、
襲
。
喜
一

φ
密
室
市
内
震
の
成
人
で
、

も
ら
お

2、
ζ
の
語
か
れ
る
小
学
一
護
者
蓮
事
故
主
守
る
た
め
、
一
路
上
へ
の
自
転
車
産
量
、
事
故
の
一
三
一
襲
館
」
量
り
上
げ
る
こ
と
に
の
仕
事
。
一
三
日
間
差
し
テ
参
加
で
き
る
方
公

害
毒
袋
、
交
通
安
全
露
ぴ
か
一
お
母
さ
ん
事
毒
と
な
っ
て
重
一
室
主
な
る
。
章
、
ま
前
に
は
一
な
っ
た
。
一

Y
一
日
十
月
十
一
日
〈
呂
〉
午
前
一
警
手
人
〉
。

1
1
i
l
-
-
t
i
i
l
i
-
-
j
i
-
-
e
t
i
t
i
l
i
-
-
1
1
1
i
l
l
-
-
且
一
九
時
一
一
一
十
話
、
b
午
後
一
一
層
ま
で
一
塁
し
ま
九
月
一
一
十
吾
ま
で
ド

E
R
a除
E
j
v

‘
b
t
i
、
ど
の
割
れ
物
に
開
閉
ま
れ
て
い
な
い
だ
ろ
一
で
内
容
体
験
再
宇
宙
@
日
本
古
来
の
一
官
製
は
が
通
で
住
所
、
品
名
、
性
別
、

韓

震

を

叫

陣

頭

し

よ

う

う

か

。

土

品

一

言

語

白

書

・

3
3一年齢、
5
2入の
う
え
!

白

g
i
d
-
-
壱

i
a
貴
器
、
質
物
、
容
器
、
窓
ガ
ラ
一
ス
な
一
一
ク
ム
の
克
学
。
③
露
関
受
流
屡
品
単
一
開
酬
明
帝
国
置
市
浅
開
釘
九
1
一
世

腕

起

震

率

を

購

入

し

ま

し

た

と

、

現

代

の

善

也

中

に

は

多

く

安

一

一

。

持

参

す

る

も

の

①

量

。

③

京

一

「

市

政

に

親

し

芸

」

係

へ

・

体

呈

ス

製

品

が

使

わ

れ

て

い

る

。

地

震

に

一

一

け

。

③

和

紙

の

材

組

費

五

百

円

。

同
東
海
沿
露
目
強
化
地
域
に
掴
定
吉
A

D
、
日
モ
!
ト
コ
y
ト
ロ
ー
ル
方
式
で
よ
り
、

ιれ
ら
自
殺
片
で
負
揮
し
な
い
，

制
て
い
る
た
め
、
市
街
華
道
富
市
民
の
約
十
語
か
ら
離
れ
で
も
揖
作
で
き
る
よ
百
一
心
掛
け
正
ぅ
。

応
み
な
在
ん
に
量
の
蓄
芋
レ
て
い
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
宮
養
中
窓
ガ
ー
フ
ス
な
E
に
は
、
ぬ
れ
新
鶴
、

的
だ
こ
予
と
、
八
月
二
十
日
起
燦
単
を
購
沖
地
鐙
や
欝
東
大
地
緩
、
新
潟
地
震
、
セ
ロ
テ
1
プ
や
ガ
ス
テ
ー
プ
を
は
っ
て

円

入

し

た

。

四

世

豆

一

半

島

沖

地

震

な

E
実
際
に
起
き
た
ガ
-
一
フ
ス
が
割
れ
て
も
飛
び
散
ら
な
い
よ

目
白
起
緩
車
は
普
通
ト
ラ
ッ
空
を
改
親
し
地
鰻
の
銭
皮
波
八
種
類
も
組
み
込
ま
れ
う
に
し
よ
う
。

沼
荷
台
に
約
一
・
五
坪
田
ハ
ウ
ス
を
取
b

再
湧
で
ac
壱
r

会
つ
に
な
っ
て
い
る
。
マ
貴
器
棚
や
サ
イ
ド
ポ
!
v
p
は
、
中
田

駅
付
け
た
も
の
で
会
長
意
。
起
援
護
、
小
学
校
書
室
憲
章
甥
認
識
び
出
遣
い
喜
つ
に
、
害

時
自
動
単
エ
ン
ジ
y
の
他
に
、
発
電
車
翻
し
主
防
災
p
h
nに
掛
め
る
ζ
と
に
な
ん
な
ど
を
取
D
付
ぽ
言
。

M
U

車

工
Y
ジ
Y
を
搭
載
し
、
発
電
車
っ
て
い
る
が
、
詳
し
い
ζ

と
は
市
襲
マ
ガ
ラ
ス
容
器
や
覇
去
は
、
高
い

占
た
襲
で
モ
ー
タ
ー
を
震
動
喜
、
そ
喜
義
に
お
た
ず
ね
を
。
所
に
僅
か
な
い
杢
フ
に
心
掛
け
、
摺
L

a
の
動
力
夜
起
鰐
援
掛
ETL伝
達

し

、

ハ

ウ

は

す

べ

り

止

め

や

、

さ

ん

を

取

担

付

け

ス
葬
暴
動
さ
せ
る
構
警
な
っ
て
地
震
の
一
旦
知
識
ょ
う
。

い

る

.

ガ

ラ

ス

に

注

意

マ

万

一

、

ガ

ラ

一

マ

識

が

割

れ

た

と

き

は

紹

態

様

境

は

、

幾

度

ニ

3

七

昭

一

地

銭

危

険

な

の

で

、

ス

β
ッ
パ
申
軍
宇
を
用

が
n発
生
8

す
る
任
緩
み
に
な
っ
て
お
あ
な
た
の
身
の
留
の
は
、
ガ
ラ
ス
な
容
レ
て
お
こ
50

敢
然
綴
談
窓
お
i
一
一
一
一
内
線
二
九

g

o
λ
権
法
揮
稽
談
(
m
R
6
8
(
火
)
、
叩
叫
湾
羽
田
〈
火
〉

。
行
繋
議
議
談
F
U
時
5
叩
叩
詩

。
一
雄
法
輔
摺
綴
m
万
l
g
(
3
4
R
U
日
ハ
各

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
お
時
5
路
面
吋

〈
足
場
地
建
議
談
9
Z
臼
〈
市
O
臼
時
1
語

予
約
制
(
笥
諮
で
も
寄
〉

。
登
認
相
談
初
月
9
尽
(
金
)
、
お
時
5
m
時

。
住
宅
椙
談
m
月
初
日
(
火
)
均
時
1
M
時

。
下
購
取
引
制
間
出
品
っ
せ
ん
担
談
9
R
U
B
ハ
木
〉
お
持
ぬ
分

ー
謁
持

。
朝
比
例
年
金
相
談
ぬ
万
8
臼
〈
木
〉
ぬ
時
1
t
H
時

。
一
般
市
民
褐
談
窓
讃
月
水
木
金
璃
口
、
9
時
1
お
時

A
V
消
費
生
活
相
談
毎
趨
金
贈
日
、
犯
時
I
お
時

。
発
明
曙
韓
特
許
担
談
開
山
月
5
臼
〈
月
〉
泊
時
1
拓
也
吋

お気軽にご利用を
揖
宵
少
年
課
お
一
一
一
一
γ

内
線
五
六

0

0
膏
少
年
栂
談
毎
日

(
9出
町
一
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叫
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付
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齢
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主盟主語 広報課広聖書碍 護軍務 23-1111 

つ
病気の早期発見、予防治掠に健康診査を

C翼施期間 9 月初日~1O月31日

C実施場所各底捜機鑓

。対象者潟65語以上の老人

@民 i

a 



勤明青年の文化活動の発

賓の場と、相互白受流在留

るために作品の募集を行

")0 

W，ji"立、 11月5日古aら7
日まで市役所市民ホーノレに

展示する。

。種密栓E冨ci也絵〉、苧
ヱ芸品、ベン字、毛筆、

写真、生筏

。撞格市内在住、主主動の

動明青少年(15歳 ~25

歳〉

。申し込み 10月初日まで
に市青少年課育成係へ。

電話23-1111肉親切5

床下車芸部j数謝詞緩

E構内地盟主j

9月16日仁京〉 横内自治会
9月17日仁木〉 タ

9月188(金〉ク
9月198(土〉 横内lilI地連合自治会

E神街地詰l:l

9月198C土〉 吉際自治会
9月218仁丹〉 大神自治会
9月22日 C)へc) .(; 

9月24臼仁木〉 罰対第一由治金
9 A25日〈金〉 田村第二自治金
9月26日〈土) E!l村第三自治会、植竹街地

自治全

9A28日仁丹) E百村第沼田治虫
9月29日〈火〉 田村第五自治会、開封印地

自治合

9 A308 Cホコ 回村第六自治金

1111111η子舎で収集しないごみHJlIllll!

次のなみは市で収集しまぜんので、

飯宛底、時事λあへと相談くだ吉い。

腫薬その他簿性物、ガスポジベ、タ

イヤ、火議型高等危険物。

そ¢他営業にかかる不燃とみも収集

しませんので、密接処理場へ搬入し

て〈だ吉い。

鑓主語 環事需帯主主韓務醸韓務第1蝿

電話 23-1111内輯 537

テーマ わたくしたちのまち郷土乎塚の
身近な風景や観光行事の写生作

品で未発表の作品

.j溜帯平周辺、湘甫瀬来、平塚滋庫、花水

111、七夕まつD、襲業まつD、援対滋索、
史跡等

。サイズ 4Y切D以上
。締め切担 10月318
o申し込み平塚市観光協会〈平254平嘩市浅鶴自J9

1)または市内証主主具匿磁註合加盤Jd

※応募上の主主窓 ①応募作品には、住所、民名、学校
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￥
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熔
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華
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懇
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司
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梧
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〈
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備
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会
曹
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紡
一
れ
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そ
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ま
ま
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な
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〉
一
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①
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す
る
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一
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中
小
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業
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近
代
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一
中
白
状
曹
に
昔
、
大
事
な
警
官
一
一

一
マ
帰
着
予
定
ぬ
湾
問
日
(
日
)
午
桂
一
学
一
年
生
か
ら
中
学
一
一
寄
生
ま
で
。
②
一
な
と
経
わ
れ
、
み
な
さ
ん
白
身
近
か
一
か
つ
て
も
つ
な
が
ら
な
い
。
は
ず
れ
た
一
一

(
見
附
台
括
宵
館
〉
一
団
体
は
小
学
校
逼
学
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壊
ま
た
は
支
部
一
な
と
ζ
る
で
世
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っ
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る
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受
謡
曲
器
は
吉
ち
ん
と
か
け
な
お
そ
う
。

タ

i
y
ア
ト

ノレ

抄
9JJ23Bc秋分の日〉
午前7時~午後2時雨ヲ日腹延宮月27日

ところ濁衛潮来〈篤入)11)
構上つDは禁止です

キス投つり
10月11日(日〉
午前6時-12時荒天10月18日目置延

<!zころ 平塚海岸 E相模11腕口~花京11腕ロコ

※申し込み 所定の申込曹に記入のうえ、下記
のつD典麗へ申し込みを。
重轟箆釣異E昔、はぜ!I約県宮、興樟釣異皆、坂井前
異皆、植村釣興活、頭車事釣具E音、軟遜釣典E吾、み
とめや釣具扇、鈴木釣具居、潤沢釣真正宮、内海釣E耳
E宮、銀鱗堂、二二宮漁苑、鰐戸鋲棋王宮、轟釣具皆、
夫A溜窓主僚平理市観光協合

日一一一一

議でも自由に策J常古書る.議樹立軟式テニ
ス、パレー、パ符ミントン、卓球、バスケッ

ト。パドミY トン、卓球のラケ~ 1'-... i:ノャト

ル、ポ-}レは各包持番とする.

百丹28臼(月)午後?草寺~自縛
10月12沼〔月〉グ
10月26B(毘) 11 

)1(軟式テニス131寺-16碍まで
パレ-16時-2昨静まで
なお、運動寸つ ι土ば曹〉と運動ので昔
る綴諜で寧加すること.

認さ語 体膏篠 宮軍務31-30告号



(6) 

iiZF1Fiji?!?jii蔀;;i;詩型!?;言語!?問題jii
;1iiF官官!ij要jiijiijij告書;;長ii空
間ii町許諾言語義辻義署長議ドド;持号iド♂2弓?E翌!i丹昨語守T;「美:担i名位i詰i!時首号牢;計!奇型官;記器i望!支
; ;;! 1T?F!?FF蓄時時i詩官?

j問!1FF伊問jF罪需罰i許控需吟時時?習時号顎暫呪?1号事明斡i}持担担;R産詩静!R号時貯予;1事辞芋;?F辞jド担持!号者鵠顎時却;詰需詰時諒i1器指結智;;詰指段i;話詐!3f;?3く1 F i j i i j i E ; F i j i i ; ! 日i i 
i7iij五123li ijj iiiiiiizijj1jjiii!i 
i!?言語;:!ii!??i守iii?jipiiijji!?希議!?i主主
主!?iii!bz?jjjijiTiiipii!irsji

111111日tllllllHHこどもの本山IlU!JUIIIl!11
申えほん

ねずみのレ方ボルドパレチaック

人形の家 勝lR2豆一

いろいろまほうの隠 伊藤靖子

いえなかったありがとう 吉田郁子

ベロベロおばけ 北山噴子

火ょう臼のおはなし ちのえいいち

Li語圏 細 iiziizgTiiE?iiz??i記長官
町民鰯醐lij1ij問i言Tij!ij!i!;!i

はしれヲYダ} 山下第三

えかきうた やなせたかし

申銃みもの

シロクスの伝説 辻信太郎

いたずらゴン 山下久聖子

オロムと自い船 底聖子英二

ブラジル娘とふたD旅角野栄子
とれみふあけろけろ 東君平

iTiiijjizziiijii;153咋jjij露lij;ijtjii
iiiifhfidhf民世話芸lii!dar 

りかとねζのアジ 踊鳩十

i!'よ乙桜 弘主典人

おばけおばけでたあ 大j川見生
フララ、ブララf 障武雄

かも止白地の三振ヨ三 間松世英

愚かみし1まい

オンオンちゃんとヒィヒィちゃん

うみのおまつD
いいきもち

書んちゃんのたね

かぶとむし白ぷんた

うみベのおともだち

トンボになったヤン

ばんをぱ〈ぱ〈

riii!FijiijijiHajji{jjjhillfiiiji 
iflip iifi誕生t;!iljdzl当;!?!?2

おべんιうとわい
ホットケーキをたべた

むしのびょういん

けんちゃんなかよしになろう

8月初日現在鰐入したもの。なお
新着かみしぱいは以上むほか、 93紹
ある。

古里書室官時間

. 一一一ーー叫一 、J 、1

1号式____iffi生三
~点者紹介するもの也

会こども挟盛会

10月4日(8)1四時、 14時 3階ホ…Iレ
「はばたけノ天平Jカラ」児議濁U 42分
母のいない天平は、レ}ス鳩の飼育に熱中

した@どんなに遣い所からでも帰って来られ

るという鴻に、母への震婚の情をダブらせな

がら、天平の心の成長老描き出す。

会こども愛のご案内

・ζ とも室 j火-:tl曙日 13時-16時50分
臼曙8 9時-1匝時印分
・貸出窓、書理主藍 9時-16時50分
合休館臼鋭腫月闇目、月末、 9月23臼
会限額重富 干254浅周囲T12-41111'1鱈31-0415

ととも室は、調書館1碕にある。帯殺から j公国際交流展
ヌ訟が借!>られるので、はじめての人は畳録者 i
して、京j用券を受けてほしい。 A波書'6勾強ま jーメワーランド務代轄術展ー
でり人は、環護者の方均時三続きも : 県ど米国x!J-ランド耐との'1ii，好提携を記
本はひと!J4冊まで2;居間借りる乙とがで I 念し、 「メ旦ーランド現代聾楠展、ヲークス

き品。ととも蜜には、融京、読み物、昔話、 1・ォy・ベ}パ-Jが潟かれる。
掛事やごL作の京、紙しばいなど、揮しいも由 i ヲークス・オン・ベ』パ』とは、メYーラ
がたくさんある。また、ことも塗の利用券で :y)<州の伝覇防な殺す曹の控情を応用した木
2階貸出皇室の本も借白るととができる。版図、錦絞溜、石版翻、立障理t形などで、約

・繍際 10月4日〈日)-10月18臼仁日〉

'*北金目地区宮然観察会

みずほ・金自ノJ咋噌区の児蜜と市民者対離
に、北金自の地直や軟の動槌物聖観察する。

書司日自由。筆記用具持参診のうえ重参加を。

. Wl8 10月18日〈臼〉精夫中止
会舞台場所 9時，30分までに、みずほIJ崎学校
校内付近

会還を発る会

「水島・金書量を箆ょうj

夕方の西空Eに見える*.草と金還を車線しよ
う。書初自由。劇学教室へお集ま!>者。

・期8 9月26日 〈土)18時-2関"'
女体験学習「紙をすこうJ
日本古来の苧ナ書和紙初体験しよう。

青少年映画劇場

とき 9Jl27沼(沼〉
8時30分から

ところ有楽座TEL22寸 487

上映峡商連合艦隊

・掛金大人、子供2∞円

-耳耳Eヨ 10月11日 E臼〉習時加分-15時
・袋詰加費印OF弓
・申し込み 10月 1日までに往復はがきで博
牧鵡へ。多数のと曹は拾せんで20，人。
合体綾田飯島月輔自 月末

会博物館干254浅郷町J12-41電話33-51l1

女講演と交流「アメリカ人j

一望苦いアメ出力人が額るアメリカ人罪悪績描ー

草壁、結婚、アア~ション、非行など、重輩出

る関、悩める国アメ旦力。乙ちらの通念では

濁U解できない諸々の特蘇事情の膏唯.

口に苧をあてて笑うポーズ1J'、フランス人

には恋人同士の F秘般のサイジ」、イギPス
人には人世パカにした「そしD笑いJに見え
るだろう.そして日本では "0

アメ!fカ人から穏を酪き、また話し合って
必要な国際感婚を身につけよう.

・期日 10fl88仁木)18時30分から
・対富良 青申 30，人
)1(催し鞠の申し込みは、電話またはお気穏に

む来館者。

食休館司係車月曜日、 9月23臼， 10月11臼
会膏少年金主宮

平254浅間胃J12-41 書留滋32-7029

i草野
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腕
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撮
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め
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中
で
も
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の
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い
、
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ず
れ
も
録
時
間
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た
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一
一
十
五
寝
室
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十
四
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に
で
き
る
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差
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ぜ
ひ

輯
で
は
金
宛
亡
の
白
人
に
一
人
が
受
け
る
よ
2
仁

K
4フ。

窓会場探鍵センタ」

隠時間午後1時-2時
纏持夢ずるもの母子健康手帳本務

・別備、輩記用異

[3治、月!尾1
10J'l7日 56年 6J'l1日-10El主主
10月21日 56年 6月11日-20日長
10月28日 56年 8月21日-30臼生
[3親児3
10月 1EI 53年 8月 1臼-10日生
10月 8臼 53年 8月11日-20自生
10月22臼 53年S月21日-31羽生

ん
の9
月
mm
日
講
演
会
を
開
く

盤対象接種さ当ElIこ満3か月を経過
して、 18カ沼未満の乳幼滞。 C満18
か月に達しないうちに2姐の服用を

すませる〉健康上の理由で受けられ
なかった人は、擢寄4歳に達しないう
ちなら受けられる。

[10m 
7臼福祉虫館、鍵保昌館

8日 中原公民館、※中央農協ごt沢
支所

9日 大野公民査官、揖内包地集会場
民豊悶公民館

14白 金包公民主官、1I!l公民錯、〉夜間
崎公民望官

15日 神田公民館、出金田公民銭、
国城島公.atI宮

16日保銭セン?<-

増
額
さ
れ
る

と
由
た
び
特
溺
児
童
扶
聾
手
当
の
支

母
L
関
す
る
法
律
の
一
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改
正
に
よ
り

重
樟
害
者
福
祉
支
宗
増
額
さ
れ
、

八
月
一
日
か
ら
一
翼
施
さ
れ
た
。
支
給
遍

用
は
十
二
月
と
な
る
。
な
お
、
手
続
き

は
不
必
要
。

い
ま
ま
で
月
積
九
千
二
日
自
五
不
同
で

あ
っ
た
も
白
が
一
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
も
目
。
詳
し
い
己
と
は
漏
視
謀
更

生
山
閣
議
へ
お
た
ず
ね
竜

859月
906円
969何
275fIl 
324向

186fIl 

260円

166円

168月

号05月

875内
874F弓
97日円
293内
292内

195円

272fIl 

172月

176円

221円

4，89M司

1. 508円

予草書接畿の待問

午後1時鈎分か&3持まで.※尽
の会議闘争ま午後2時か&3時まで.

1期 3回受ける
・対象 2歳C24*'J'l)から4歳 (48
か月〉までの幼沼.な和、主葺種随時曹

は 2翻 3回とも 3週間から8週間。
麹第2期日1回受廿る
・対象措1鋼の3自白1J'鰐わって

から1年以上1年 6か月以内の期間
に受ける.なお、第1葺耳を早めに受
げて、揮2期もなるべく 4緩までに
鰐了するようにしていただきたい，

[9 )普1
90日 中毘初土産担官、金自公直諌宮
》夜間崎公民館

[10月1
1日 神間公罫灘、提金田公民館
民城島公民議官

2日揮鍵セン占}

粉石けん

合成洗剤

皿
山本

捕
時

}

h

r

一明

主

1
母
一

ン

俊

一

セ
午
の
一

一紘一
品

受

持

・

一

む

利

用

宍

議

濁

翻

一

円
V

登
蘇
方
法
品
名
、
住
所
、
氏
名
、

盟企揚探鰭セン主}

盤受付時間午後1 時~2時

綴母子鍵麗手唱と筆記用具を持事

9 J'l17日 55年 3月 1日-31臼生
10月15日 55年 4J'l1臼-30日生

3kg 

タ

上由 1地
7009 

11匂

1 Aパック

65m4鰭入

騎 1009

MI0偲入

10m' 

18 Q配達

砂瀦

サラダ油

槽カ掛

しょう f曲
トイレット
ベ』パ}

Eま肉

鶏卵

プロパン

灯油

~一一一~締め切討は鋒月 10週一一一~一一
市営住宅の入居葬祭は、毎月10Elに締め切って
いる.申し込んでお〈と、あき家が長じたと曹に、

その団地の帯望者の中から入居者i!'決定されるe
あき霊安戸数より多い場合は抽せんとなる。

。対韓館地 向輔、万冊貝塚、田村櫨竹

く〉間取担・ 1種6盤、 3昼、台所、風筒、便所
， 2種4.5接、 3盤、台所、風呂、便所

。資格①市民となって1車以上経過しているζ と
②夫婦または毅子を主誌とした語磯@撞単位帯

E夫捕と子供2人〉で年収3，075，αJO円以下である
ζと.

策老人、

しい盤購番号豊村iすよう

住居表示区域iこ新築改築される方

。申請欝は市民譲住民登録係fこ用意してあり

ます.

0申諮醤〈往腐番号舟議申請書〉金市民課窓

口に提出してください.

。住居番号は「住所Jと名のつ〈すべて白も

白に使用される大切なものです.

決窃隊しいととは、市民課〈需話23-1Jll
内輯230)へお問い由わせを.

1事i
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り
が
な
っ

き
)
、
生
日
半
月
白
、
職
業
宇
品
置
〈
。

マ
締
め
切

D
+白
月
十
二
日

マ
申
1μ
込
み
「
干
関
東
京
都
半
代

間
区
平
代
間
山
一
番
一
号
宮
内
在

、
な
お
、
封
一
筒
L
林

義

と

警

添
え
る
こ
と
。

手
話
講
習
会
一

七
ダ
会
(
苧
話
サ
ー
ク
ル
〉
で
は

点
中
b

世
間
講
習
会
を
開
く
。

マ
期
日
開
山
月
8
尽く
ι

日
月
刊
以
白

毎
週
芯
蝿
日
午
前
日
刊
時
，
3
2日時

マ
会
場
鵠
社
会
館

帯
望
者
は
、
平
壇
市
社
会
福
耕
協

議
会
〈
議
語
お
1
一
一
一
一
七
七
〉
へ
申

たζとから薦入の地名古f起きた。

また頼朝在乗せた馬古匂句に突っ込

み、岸に上った頼朝の揮の椙にし

じみが着いていたζとから、馬入

111謹のしじみを頼朝しじみと雲っ

たとのこつの話tJ'残っている。

望劃成は畠山盤忠といとζで、時

政の後妻牧の方の陰謀によって霊童

忠カ唱すたれると、関連あj)とされ

て元久2年(1205)6月248富ませ

られる。その皆、持軍実務は、朽

壌か習し〈倒伏の恐れあるζ¢揖

を、頼朝の死、霊童成の不義と、不

吉の重量なる構であるからとして修

復壁掛る君学識を排して、建議2年

(1212) 2月、二所書諮の婆路で

ありE号庶¢利便にもと、静型置を有

売に命じている。

窮策大地震によって、芽タ輔南

下町麓の水留から構腕らしいもの

が務われ、とれfl'重成のつ〈った

輔の輯ではないかと震われていた

が最近、 ζれは相輯111の分流につ、

〈られた船着場であるとの説が有

力になって曹た。では、舗はειに
あったの11'、確薮はない。しかし
やは担馬λ虫駆内にあったものと
l¥!l.う.

仁文章電 白井弘〉買おたず担i立市
5豊富曹を主九書架〈費電器霊31-il42事〉

ん
込
F
4
を
。
〈
定
員
犯
人
〉

一一>26<ーー

に
な
っ
た
a

v期
日

9
月
社
副
首
〔
金
〉

羽
田
(
金
)
、
計
6
由、

ι

初
分
i
u時

群
位
、
は
、
豊
百
公
民
出
掛

ロ
七
三
位
一
一
一
〉
へ
。

お
彼
岸
に
土
量
菌
へ
慕
参
ず
る

方
の
た
め
に
、
続
時
に
パ
ス
の
停
留

所
を
設
け
る
ζ
と
仁
な
っ
た
。

マ
期
間

9
月
初
日
1
9
月
お
日

マ
バ
ス
停
留
所
名
称
盤
麹
入
口

マ
乗
り
場
駅
北
口
8
番
融
中
沢
橋

経
由
上
芽
ノ
口
一
行
、
ま
定
は
っ
各
組

井
1

ノ
口
経
由
大
秦
野
駅
長
リ
〈
料
金
大

人
二
百
八
十
市
内
)

…
家
庭
の
補
修
を
も

湘
央
一
建
設
組
合
で
は
、
障
害
者
・

者
八
母
子
家
庭
か
苅
象
に
、
家
康

白
間
島
な
補
揮
を
翼
線
す
る
己
と
に

な
っ
た
。
梧
議
さ
れ
る
方
は
、
九
月

二
十
二
日
ま
で
に
、
市
議
祉
課
(
電

話
幻
l
一
一
一
一
内
鶴
二
一
九
〉
ま

た
は
氾
逗
諜
〈
内
融
一
一
六
一
〉
へ
申

し、感
4
を。

恩
給
巡
羽
根
談
一

県
で
は
、
氾
軍
人
、
戦
構
病
者
お

よ
び
戦
涙
者
の
遺
族
等
の
方
音
対
設

に
、
恩
給
や
遺
族
年
金
等
に
つ
い
て

の
巡
回
相
談
世
間
〈
。

マ
期
日
向
月
7
呂
〈
水
〉
午
前
日
山

時
5
午
撞
4
時

V
A
M
場
平
塚
合
同
庁
舎

す
わ
ら
じ
劇
隅
隅
一

間
違
協
会
平
窪
議
聞
で
ほ
、
す
わ

ら
む
劇
閣
に
よ
る
「
十
品
目
、
た
い
ず
れ

ま
誕
空
」
を
ト
脅
す
る
。

マ
期
日

m月刊
μ
臼
〔
土
〉

マ
会
場
市
民
セ
y
タ
1

マ
申
レ
込
申
入
場
総
千
円
を
添
え

て
地
域
づ
〈
D
諜
(
電
話
お
l
一一

}
一
内
綿
一
一
四
回
)
へ
。

絵

画

教

護

-

豊
田
公
民
館
で
は
、
拐
、
心
者
を
対

前
社
A

同
教
育
諜
で
は
、
市
立
公
民

館
の
館
内
外
の
滑
掃
、
留
安
感
な
ど

を
行
内
晶
宮
趨
人
者
募
餐
い
て
い
る
。

マ
資
格
市
内
に
居
住
す
る
病
切
歳

ま
で
の
婦
人
司
、
、
配
偶
者
ハ
家
族
〉

と
住
長
込
み
で
き
墨
方
。

マ
説
明
会
・
笛
接

9
月
認
日
午
前

9
時
金
携
は
教
育
金
銭

き 三浦義澄が浮構を架けたのに次

三いで、恵久9年(1198)号、稲ヨ三重重

E成tJ'相模河の盟主辺近〈の送路、壊
さ島 Eふとζ ろじま=茅ク崎市内藤
吉を中心とした地〉と平壇¢簡と自

きされる所に曜を猿けた。

主 義成は小山招有重の子で武漉盟

三穏毛皮 (}I蹄市内〉の領主。棄は

き北条時激の女、従って源頼較とは

E韓兄弟である。建久 6年、頼毅
三が東大寺島撃のため上海した!時

Eは、その供をして上洛、モ¢時、
三菱危篤の報者受け懇ぎ帰るが、そ

三の際頼朝から、後に三日黒と称書

きれる黒毛の霊堂馬を受け、 38-d帰

芸着したという。しかし養の病気は

さ白書置せず、 1か丹署呈して没した。

喜重高はその死を悼んで出家した。

三 一方、重成がζ のf聞こ舗を袈け

三たのは、小田原に使いした帰占輩、

三相模f可の幸田叫こ濃い、止むなく平

E塚に滞在中妻は没した。そのめい
き籍者祈り、また万民昭利益者図っ

きての乙ととさ岳地では伝えているS

5 頼朝はζの輔の供盤に酔却し、
Eその帰趨落j腐、最捕に器〈と鰐龍
三につ昔、主主蕊治元年(1199)疋汚

~ 1:>8、53歳可
= 
馬入には、

罵tJ噂喧して河もこ突入し疫を?開し

期
間
南
地
区
「
国
際
障
害
者
年
の
っ
と

い
」
を
跨
濯
す
る
。

マ
期
6

9
月
初
口
同
(
水
)
午
後
1

と
み
音
寺
5

え
ず
に
は
空
落
で
き
な

い
私
た
ち
の
日
常
で
す
。

己
由
「
ゴ
ミ
」
骨
子
1
マ
に
し
た

市
政
に
認
じ
む
A
M
が
跨
か
れ
、
私
も

書
加
し
て
み
ま
し
た
。

金
の
一
一
一
回
聞
に
は
悼
験
再
軍
習
が
あ

り
、
私
も
む
み
収
聾
者
伴
業
員
由
方

と
一
緒
H
L
行
い
ま
し
た
。
「
よ
い
し

ょ
」
と
日
引
き
寄
せ
て
も
、
動
か
な
い

猛
烈
な
臭
気
一
を
放
っ
ズ
ッ
シ
ロ
と
L

た
む
み
袋
。
作
業
員
が
一
一
人
掛
D
で

車
の
中
へ
。
グ
ー
ン
と
皮
縮
瞳
が
回

る
と
、
袋
が
は
じ
け
て
、
パ
ッ
と
ま

わ
D
の
人
め
が
け
て
汚
水
炉
飛
ん
で

苦
ま
す
。
「
水
田
絞
り
連
動
」
は
、

な
み
の
焼
却
効
薬
に
ち
つ
な
が
っ
て
.

書
ま
す
。
短
大
と
み
藤
碍
処
理
崩
で
は
、
可

燃
朝
、
不
燃
朝
、
酷
〈
ず
の
一
ニ
一
種
に

分

別

し

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

ア

ル

埋

立

滞

L
立
っ
た
時
に
は
、
そ
由
多
れ
な
い
た
め
に
、
多
く
白
人
に
迷
感

ミ

か

ん

は

分

別

で

葺

ず

焼

却

隣

行

き

さ

に

び

っ

く

P
レ
ま
し
た
。
く
ず
稽
を
か
け
、
税
金
が
ま
け
い
使
わ
れ
て

の
と
み
に
な
っ
て
し
ま
い
、
可
燃
む
に
放
坦
込
ま
れ
た
空
手
ん
が
、
一
世
し
ま
う
ゐ
は
大
町
思
議
念
で
す
。

み
の
空
事
か
ん
混
入
と
閉
じ
く
、
焼
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

C
一
れ
ら
ほ
、
私
帯
一
閣
で
も
そ
白
散
は
膨
大
で
す
。
「
な
み
自
由
は
、
各
々
が
酔
害
者
で
あ

却
炉
苦
痛
め
る
展
開
山
田
一
つ
と
な
っ
た
ち
が
家
で
小
さ
〈
す
れ
ば
、
生
む
撞
力
資
源
な
み
邸
収
に
隠
し
、
む
み
り
、
加
害
者
で
す
」
主
一
世
間
わ
れ
た
潔

て
い
る
そ
吉
宮
ず
a

み
と
一
絡
に
出
せ
る
と
み
で
す
。
白
血
隅
養
作
戦
に
協
力
す
る

C
と
は
、
瀦
補
佐
薬
務
謀
長
袋
一
一
回
寒
尺

H

意

ζ
む
処
寝
揖
む
庭
に
は
、
不
燃
む
可
燃
む
み
の
申
へ
京
燃
物
の
温
入
市
員
各
自
の
必
須
な
轟
務
で
あ
る
と
識
を
持
つ
で
ま
ず
白
骨
か
ら
。
聖
心

み
収
集
四
時
に
出
し
て
は
い
け
な
い
も
大
誕
百
ず
〈
、
焼
溺
害
れ
た
反
の
容
患
い
ま
す
。
掛
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

は
ず
の
マ
ッ
ト
レ
ス
や
ふ
と
ん
な
ど
輔
自
二
五
討
は
空
苦
か
ん
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
た
駒
昔
、
定
め
ら
れ
た

A
損
欝
米
山
桂
亭
さ
ん
V

が
、
処
謹
一
構
に
か
け

h
れ
ず
山
と
槙
い
う
こ
と
で
す
。
な
る
程
、
と
み
由
自
に
、
定
め
ら
れ
た
揮
所
へ
が
守
ら

して

体験学習の晶との獲言賞金では活発な意見が相い次いだ

あなたの奇抜なアイデア空発費
。仮装パレード しましょう。

・応霧方法 償裂はfl'曹に住所、民名、年齢、管電話番
号、テーマを轟いて9月初日までに事務局へ。

③健康泊j若手議Dの品、アイデア作品、趣味の
品、不用品、各種作品の発費、展示、なんでもけっ

こう。あなたも 18癌長になり、市民と心の交流を
してみませんか。 9月26日までに事務局へ。
母喪行欝車電金 平壊膏年会議所内〈震童話21-6474)

姉
ち
ゃ
ん
な
ん
で
い
な
い
の
」
と

柿
な
ん
て
い
な
い
方
が
い
い
と
い

う
気
持
ち
を
出
し
た
D
、
戦
い
白

場
面
支
は
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
5
な
弱

い
も
の
を
強
い
包
の
が
守
う
て
あ

げ
る
な
丘
、
弱
い
自
分
を
表
議
し

な
が
ら
、
開
時
に
い
ろ
ん
な
桧
を

欝
〈
ζ
と
で
、
自
分
が
赤
ち
ゃ
ん

の
こ
る
L
も
ど
っ
て
、
お
母
さ
ん

に
甘
え
ム
た
い
と
い
う
然
記
付
ち
を
表

劫
務
闘
で
話
さ
な
く
な
っ
て
し
わ
し
て
い
曹
ま
し
た
。
そ
れ
は
窮

ま
っ
た
B
ち
ゃ
ん
は
、

2
つ
よ
の
翼
の
湯
習
で
も
お
母
苧
ん
に
ベ
ッ

お
肺
ち
ゃ
ん
の
い
る
4
ム
紫
族
で

h
m
pと
甘
え
る
と
い
う
躍
で
あ
ら

ず。

B
ち
ゃ
ん
は
2
識
す
苦
か
ら
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
お
徒

指
蹄
ち
ゃ
ん
の
お
式
か
り
を
着
る
辛
ん
は
B
ち
ゃ
ん
の
と
と
を
お
と

ζ
と
を
一
瞬
が
D
、
男
白
子
の
か
つ
な
し
い
子
と
恩
っ
て
い
た
の
で
B

ζ
Eば
刊
も
し
た
b
、
「
私
な
ん
ち
ゃ
ん
が
式
ぴ
L
い
思
い
を
ふ
、

か
い
な
い
方
が
い
一
い
ん
で
し
止
」
い
る
な
と
と
気
づ
か
芝
L
い
た
の

と
z
苔
つ
て
は
お
母
さ
ん
を
麗
ら
せ
で
す
が
、
お
接
の
中
で
一
そ
ん
な
B

て

い

手

レ

た

。

=

戸

一

+

Z

三一一
F

ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
を
澄

一
一
二
二

F
￥

で
向
そ
ん
な
嵐
に
存
中
ノ
云
有
明
解
す
る
こ
と
が
で
き
共

お
母
さ
ん
の
殴
る
孟
う

d
u
h
J，，
r
轟

に

よ

E
モ
克
る
状
態
に

な
こ
と
を
ナ
る
ζ
と
で
一
コ
田

tm滑
な
っ
て
い
き

tた。

お
母
芝
m
白

書

分

一

E
主
罰

B
ち
ゃ
ん
は
、
お
と

の
吉
向
け
さ
せ
て
い
渉

AAμ
な
し
い
平
合
援
け
出

た
の
で
し
た
。
そ
れ
だ

3
・i41
二
耳
て
、
自
分
白
力
ゼ
お
母

け
お
母
さ
ん
の
あ
た
た
か
芦
幸
田
章
合
L
甘
え
て
い
く
乙
と
が
で
茸

分
の
も
の
仁
レ
ょ
う
と
B
ち
ゃ
ん
た
の
で
し
た
。
子
供
が
親
の
菌
る

は
一
生
懸
命
だ
っ
た
令
占
フ
で
す
。

ζ
と
を
す
る
と
い
う
と
と
は
J
何

B
ち
ゃ
ん
は
遊
戯
襲
主
て
か
を
務

γま
で
い
る
ん
だ
と
い

い
く
中
で
、
冶
翠
主
義
援
な
〈
う
風
に
曙
丞
て
い
く
と
、
平
供
の

話
せ
る
よ
う
に
な
る
と
、
す
と
く
露
ち
に
近
づ
く
ζ

と
が
喜
る

や
U
ゃ
べ
り
な
手
と
な
り
、
「
お
の
で
は
な
い
で
し
ょ
ラ
か
。

。巡恕臼震 9月19日〈土)10時~12時土屋公

民錯・ 13時~1器寺吉沢公民館/9 月20 日亡日〉
101時~15時長崎盤/9丹羽田〈木) 1官時~15時

三重量樹脂 E揖)/9月25日(金) 1世帯~15時パ

イロツ下プレシジョジ/9月初日〈土)1ぽ時~15
時ダイクマ駐車場(CらさぎライオYズ)/9 
月29日(:1<) 1由時~15時平田重工業/10Jl 3日
E土コ 1世時~15時 鉱割前南平寛吉〈なでしこライ
オンズコ /10月15日仁木)10時~15時 8i!聾車部

W~_ご協力晶哲がとうございました~ハ~八

平裳車中君E凝剤部品110本、日産車部230車、三共
株式島社](沼京、自動車労韮野監労 :ml豆、重豊田地区

院本、海地区53志、
南毘怒也市37A主、松原
支出藍主53輩、平塚市役
所159:宜

県動物樺謹センタ」では、捨て犬、捨てね

とによるのら犬、のらね乙の増加と、犬ね乙

による危害空紡ぐため、今回も次白日程でい

らな〈なった犬、ねζの巡回収容を行う。

当日、犬を出される方は「印かんJ r犬の
豊富札J r註ヨ射開票J r愛犬苧横Jを持参のう
え金揚へお出かけを。なお、収容車の停留時

間は1百分間。また、ねこは麻袋かダジボ}ノレ

箱に入れていただきたい。

10月3 回 (ニ主〕

9 '00 神沼公民館 9 お大野公民館

9 '50 豊田公民館 10'10 掛島公民館

10' 30 金田公民滋 10' 50 岡崎公民館

11 ， 10 金呂公民館
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